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This study investigates the shift of family caregiving consciousness and the process of organizing formal and informal 
services in persons with cervical spinal cord injury (CSCI) being cared for at home, who were either young or older at the 
onset of the injury. We analyzed interview data of 29 participants by constant comparisons. The analysis revealed that the 
participants regarded family caregiving as socially right because of social norms and they intentionally chose family 
caregiving partly because of its convenience. However, they also cared about their family caregivers’ burden. The 
participants gradually began to ponder formal service use and they reorganized their formal and informal service use to 
lessen family caregivers’ burden, eventually changing their mind on caregiving. Finally, the participants constructed a new 
system of care services as a powerful resource for realizing their ideal independent living. This study shows that the 
participants in part purposefully chose being cared by family members and they also maintained their autonomy in making 
a decision of formal service use to ease family caregivers. Moreover, this study implies that the participants’ identity 
swayed into a positive direction and at the same time their health literacy was reconstructed, among those who were 
young at the onset. There is a need for further support to enhance these individual life skills and capacity as well as to 
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表 1 参加者の属性・背景（N=29） 
 













































#1 男性 50 25 未婚 建築作業員 不明 無 無 父親 ヘルパー
訪介毎日、訪リハ週 2、
デイ週 2*6 無 無 無 無 無 あり 未婚 地方
#2 男性 51 39 既婚 トラック運転手 C4 あり あり 妻 妻 
訪リハ週 1、 
通所リハ週 1、デイ週 3 無 無 無 膀胱瘻 あり あり 既婚 地方
#3 男性 26 15 未婚 高校生 C3 あり あり 母親 父親 訪看週 4、訪介毎日、 訪リハ週 2、デイ週 1 あり あり 無 留置カテ
*7 あり あり 未婚 地方
#4 女性 26 20 未婚 大学生 C1 あり あり 母親 母親 訪看週 2、訪介週 2、 訪リハ週 2、デイ週 1 あり 無 無 
人工呼吸器 
膀胱瘻 無 あり 未婚 地方
#5 男性 30 22 未婚 大学生 C3 あり 無 母親 ヘルパー 訪看週 3、訪介毎日、 訪リハ週 3、デイ週 1 あり 無 無 留置カテ あり 無 未婚 地方
#6 男性 50 18 未婚 大学生 C5 あり あり 母親 母親 訪看週 1、訪介毎日、 訪リハ週 1 無 無 無 留置カテ あり あり 未婚 地方
#7 男性 50 25 未婚 店員 C6 無 あり 母親 妻 無（家族内医療従事者あり） 無 無 無 無 あり 無 既婚 地方
#8 男性 47 17 未婚 高校生 C4 あり 無 母親 ヘルパー 訪看週 1、訪介毎日、 訪リハ週 1、訪マ週 2 無 無 無 無 あり あり 未婚 地方
#9 男性 53 17 未婚 高校生 C4 あり 無 母親 ヘルパー 訪看週 2、訪介毎日、 訪リハ週 1、デイ週 1 あり 無 無 人工透析 あり あり 未婚 地方
#10 男性 51 35 既婚 トビ職人 C6 無 無 妻 ヘルパー 訪介週 4 無 無 あり 無 あり あり 離婚 地方
#11 男性 40 16 未婚 高校生 C4 あり あり 母親 母親 訪介毎日、訪マ、 デイ週 1 無 無 無 無 あり あり 未婚 都市部
#12 男性 40 19 未婚 専門 学校生 C5 あり あり 母親 弟妹
訪看週 2、訪介週 6、 
訪リハ週 1 あり 無 無 無 無 あり 未婚 都市部
#13 男性 45 16 未婚 高校生 C3 あり あり 母親 ヘルパー 訪看週 3、訪介毎日 あり 無 無 留置カテ 無 あり 未婚 都市部
#14 男性 40 14 未婚 中学生 C4 あり あり 母親 母親 訪介毎日 無 あり 無 無 無 あり 未婚 都市部
#15 男性 39 17 未婚 高校生 C3 あり あり 母親 母親 訪介毎日 無 無 無 無 あり あり 未婚 都市部
#16 男性 38 20 未婚 警察官 C4 あり 無 母親 ヘルパー 訪介毎日 無 無 無 人工肛門 膀胱瘻 あり あり 未婚 地方
#17 男性 38 33 未婚 トラック 運転手 C1 あり あり 母親 母親
訪看週 2、訪リハ週 4、
訪浴週 1、デイ週 1 無 無 あり 
人工呼吸器 
膀胱瘻 無 あり 未婚 都市部
#18 男性 47 22 未婚 大学生 C6 あり あり 母親 ヘルパー 訪介毎日 無 無 無 人工肛門 膀胱瘻 あり 無 未婚 都市部
#19 男性 45 19 未婚 大学生 C4 あり あり 母親 ヘルパー 訪介毎日 無 無 無 留置カテ 無 あり 未婚 都市部
#20 男性 59 29 既婚 会社員 C5 無 無 母親 ヘルパー 訪介毎日 無 無 あり 無 あり あり 離婚 都市部
#21 男性 35 26 未婚 宅配ドライバー C4 あり あり 父親 父親
訪看週 2、訪介毎日、 
訪マ週 4、訪浴週 1 あり 無 あり 
人工呼吸器 
留置カテ あり あり 未婚 都市部
中高年受傷者
 
#22 男性 57 44 既婚 会社員 C3 あり あり 妻 妻 訪看週 4、訪リハ週 2 無 無 無 無 無 あり 既婚 地方
#23 男性 59 42 既婚 漁業 従事者 不明 無 あり 妻 妻 訪看週 1、訪リハ週 2 無 無 無 無 無 あり 既婚 地方
#24 男性 75 69 既婚 無職 C3 無 あり 妻 妻 訪看週 1、訪介週 1、 訪リハ週 1、デイ週 3 無 無 無 無 無 あり 既婚 地方
#25 男性 61 56 既婚 重機オペレータ C4 あり あり 妻 妻 訪看週 2、訪リハ週 2 あり 無 無 無 無 あり 既婚 地方
#26 女性 54 49 既婚 主婦 パート C5 無 あり 夫 夫 
訪リハ週 1、 
通所リハ週 1 無 無 無 無 あり あり 既婚 地方
#27 男性 62 57 既婚 無職 C5 無 あり 妻 妻 訪リハ週 2、デイ週 1 無 無 無 無 無 あり 既婚 地方
#28 男性 77 67 既婚 新聞 配達員 C4 あり あり 妻 妻 訪リハ週 1、デイ週 3 無 無 無 無 あり あり 既婚 地方



























































表 2 参加者の属性・背景の概要（N=29) 
 
属性・背景 人数（名） 
受傷時年齢 10 歳代 10
  20 歳代 8
  30 歳代 3
  40 歳代 4
  50 歳代 2
  60 歳代 2
受傷時婚姻の状況 既婚 11
  未婚 18
障害のレベル C1-3 8
  C4-6 19






  訪リハ利用あり 17
  訪介利用あり 20
  訪マ利用あり 4
  訪浴利用あり 2
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表 3 参加者の経験する家族介護意識の変化とサービス編成の過程 
 
















































































*1 カテゴリーの基となる生データを語った参加者の受傷時年齢の区分を示した。   
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